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こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は 、
史
的
音
韻
論
の
諸
問
題
の
中
か
ら 、
(一
)
日
本
語

の
音
節
構
造
は 、
シ
ラ
ブ
ル(
シ
ラ
ビ
i

ム)
あ
る
い
は
モ
l

ラ
と
し
て
歴
史
的

に
如
何
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
か 、
つ
己
東 、
西
両
方
言
の
差
の
形
成
過
程
は 、

音
便
現
象
・

指
定
の
助
辞
・

ア
ク
セ
ン
ト

等
々
を
指
標
に
ど
の
よ
う
に
説
明
し

得
る
か 、
こ
の
二
つ
を
取
り
上
げ
た 。
前
者
の(
ご
は
音
節
構
造
の
通
時
論
で

窪
薗
晴
夫
・

木
田
章
義
の
両
氏
が
論
ぜ
ら
れ 、
柳
田
征
司
氏
の
年
来
の
研
究
も

こ
れ
に
関
わ
る 。
そ
の
柳
田
氏
は
共
時
論
と
し
て(
二)
の
中
世
の
音
節
構
造
を

扱
わ
れ
た 。

早
田
の
基
調
報
告(「
日
本
語
の
音
節」)
は
上
記
の-
謀
題
を
次
の
よ
う
に
整
理

し
た 。(

二
円〈
音
節
と
わ〈
〈・
の〈(い
音
節
の
音
韻
論
的
な
区
別
の
な
い
言
語

は
極
め
て
例
外
的
な
の
で 、
上
代
日
本
語
の
音
節
構
造
が
わ
〈
だ
け
だ
と

い
う
の
は
疑
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る 。
(
二)
長
さ(
あ
る
い
は 、
重
さ)

の
単
位
と
リ
ズ
ム
の
単
位
と
は
厳
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る 。
長
さ(
重
さ)

の
単
位
で
あ
る
モ
l

ラ
と
音
節
(
シ
ラ
ブ
ル 、
シ
ラ
ピ
1

ム)
と
は
区
別
す

る
必
要
が
あ
り 、
と
も
に
重
要
な
単
位
で
あ
る 。
2
c
n〈
音
節
よ
り
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わ〈
〈曹
の〈(い
音
節
が
物
理
的
に
ど
の
よ
う
に
長
く
て
も 、
(い〈
音
節
を一

と
数
え 、
の〈
〈"
(い〈(リ
音
節
を
二
と
数
え
る「
音
韻
規
則」
が
当
該
言
語 、

方
言
に
な
け
れ
ば 、
そ
れ
ぞ
れ一
モ
l

ラ 、
二
モ
l

ラ
と
は
言
え
な
い 。

続
い
て 、
窪
薗
氏
が
「
音
節
量
の
観
点
か
ら
み
た
音
節
構
造
の
変
遺」
と
題

し
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た 。

(
二
音
節(
シ
ラ
ブ
ル 、
シ
ラ
ビ
l

ム)
と
長
さ(
重
さ)
の
単
位
で
あ
る
モ

l
ラ
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る 。
そ
れ
に
よ
り
様
々
な
言
語
現
象
が
説
明
さ

れ
る 。
会
乙
世
界
の
言
語一
般
に
言
え
る
こ
と
は 、
軽
音
節
ご
モ
l

ラ
音

節)
と
超
重
音
節
(
三
モ
l

ラ
音
節)
は 、
通
時
的
に
も
共
時
的
に
も
重
音

節(
二
モ
|

ラ
音
節)
に
な
る
傾
向
が
あ
る 。
日
本
語
の
音
韻
史
に
も
そ
れ

が
見
ら
れ 、
音
便
現
象
は
ま
さ
に
軽
音
節
の
重
音
節
化
で
あ
る 。
た
だ 、

上
代
語
に
お
け
る
母
音
の
融
合
・

脱
落
は 、
重
音
節
を
軽
音
節
に
す
る
も

の
で
奇
異
で
あ
る 。

|
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は 、

上
代
語
の(
軽)
音
節
が
音
声

的
に
は
長
か
っ
た(
従
っ
て
超
重
音
節
を
嫌
っ
た)
か
ら
だ
ろ
う 、
と
い
う
声
が
散

会
後
も
聞
か
れ
た 。)

更
に 、
木
田
氏
の
「
日
本
語
の
音
節
構
造
の
歴
史」
も 、
同
様
の
課
題
に
つ
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い
て
次
の
よ
う
に
論
ず
る 。

万
葉
集
の
字
余
り
は
歌
の
リ
ズ
ム
・

朗
詠
の
問
題
で
あ
り 、
母
音
の
融

合
・

脱
落
や
連
声
現
象
も
日
本
語
が
モ
l

ラ
構
造
だ
っ
た
が
放
の
現
象
と

捉
え
る 。
そ
れ
に
よ
り 、
古
代
の
日
本
語
は
モ
l

ラ
構
造
を
も
ち
「
粒
の

揃
っ
た
音
節」
が
並
ん
で
い
た
と
考
え
る 。
そ
の
後 、
「
長
音 、
促
音 、
援

音 、
連
母
音」
が
発
生
し
て
き
た
が 、
そ
れ
ら
特
殊
音
の
受
容
に
際
し
て

は
方
言
に
よ
り
二
種
類
の
異
な
る
処
理
法
が
採
ら
れ
た 。

①

特
殊
音
を
独
立
安
定
さ
せ
て 、
モ
l

ラ(
等
時
拍)
の
資
格
を
与
え
る 。

4
中
央
方
言
な
ど
が
採
っ
た
手
法

②

特
殊
音
の
多
く
を
短
縮
し
て
前
の
音
節
に
付
随
さ
せ 、
一
音
節
の
中

に
取
り
込
む 。

4
北
奥
方
言
な
ど
が
採
っ
た
手
法

中
央
方
言
と
北
奥
方
言
で
は
「
音
節
の
処
理
の
仕
方
が
異
な
る
だ
け
で 、

リ
ズ
ム
単
位
と
し
て
の
モ
l

ラ
は
共
通
し
て
い
た」
の
で
あ
る 。
従
っ
て 、

所
謂
シ
ラ
ビ
l

ム
方
言(
A)
と
モ
1

ラ
方一
言(
B)
が
見
せ
る
「
A
B
A
型

分
布」
は 、
「
広
く
全
国
を
覆
っ
て
い
た
A
が 、
新
し
く
中
心
部
に
成
っ
た

B
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ 、
周
辺
に
分
布
し
た
も
の」
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。

こ
の
木
田
氏
の
説
に
従
っ
て
言
え
ば 、
北
奥
方
言
が
主
に
採
っ
た
②
の
処
理

法
は 、
中
央
方
言
に
も
「
筆 、
札 、
文
箱 、
鳥
冠 、
喉・:」
等
々
古
く
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る 。

柳
田
氏
の
「
母
音
優
位
・

子
音
優
位」
は 、
主
に 、
ハ
行
四
段
連
用
形
の
音

便
や
指
定
の
助
辞「
ダ 、
ヂ
ヤ」
の
成
立 、
「
二
拍
第
二
類
動
調
連
用
形
+
テ(
音

便
形
こ
ア
ク
セ
ン
ト

の
変
化
時
期
な
ど
を
手
が
か
り
に 、
東 、
西
両
方
言
に
差

が
生
じ
た
理
由
を 、
体
系
的
類
推
性
や
特
定
の
音
声
環
境(
音
便
形)
に
お
け
る

ア
ク
セ
ン
ト

の
頭
高
型
化
に
着
目
し
て
説
き 、
従
来
の
解
釈
「
基
層
語
と
し
て

の
子
音
優
位
と
母
音
優
位
と
い
う
発
音
傾
向
の
違
い
に
よ
る」
説
を
排
し
た 。

自
説
の
利
点
の一
に
「
東
西
の
方
言
差
が
生
じ
た
時
期」
に
つ
い
て
の
合
理
的

な
説
明
が
可
能
な
点
を
強
調
さ
れ
る 。
左
に
論
拠
の一
例
を
挙
げ
る 。

オ
段
開
合
の
区
別
の
混
乱
は 、
ハ
行
四
段
動
詞
連
用
形
に
つ
い
て
「
西

部
方
言
が
ウ
音
便
専
用
/
東
部
方
言
は
促
音
便
・
ウ
音
便
併
用」
だ
っ
た

室
町
時
代
末
期
頃
に
生
じ
た 。
こ
の
混
乱
に
よ
っ
て
ウ
音
便
形
は
語
幹
が

動
揺
し
具
合
が
悪
い
こ
と
に
な
っ
た 。
こ
の
際
に 、
促
音
使
と
ウ
音
便
を

併
用
し
て
い
た
東
部
方
言
で
は 、
語
幹
保
持
を
め
ざ
し
て
ウ
音
便
形
の
方

を
捨
て
「
促
音
便
専
用」
と
な
っ
た 。
一
方
の
西
部
方
言
で
は 、
採
る
べ

き
促
音
便
が
既
に
な
く
「
ウ
音
便
専
用」
と
な
っ
た 。
か
く
し
て 、
東
西

方
言
に
お
け
る
ハ
行
四
段
動
調
連
用
形
の
音
便
現
象
の
差
が
際
立
つ
こ
と

に
な
っ
た 。

発
表
者
聞
の
議
論
の
概
要

窪
菌 、
木
田 、
柳
田
三
氏
の
う
ち 、
窪
薗
氏
の
み
が(
お
よ
び
早
田
も)
シ
ラ

ブ
ル
(
シ
ラ
ピ
|

ム
で
も)
と
モ
l

ラ
の
区
別
を
認
め
る
の
に
対
し 、
木
田 、
柳

田
の
両
氏
は
そ
の
区
別
を
認
め
ず 、
木
田
氏
は
す
べ
て
を
モ
l

ラ
と
考
え
て
よ

い
と
さ
れ
た 。
少
な
く
と
も
モ
1

ラ
の
方
が
重
要
で
あ
る 、
と
い
う 。
木
田
氏

は
モ
l

ラ
を
リ
ズ
ム
の
単
位
と
考
え 、
窪
薗
氏
は
モ
1

ラ
を
長
さ
の
単
位
と
さ

れ
た 。窪

薗
氏
と
し
て
は
(
早
田
も
同
意
見
で
あ
る
が) 、
「
木
田
氏
の
よ
う
に
モ
l

ラ

を
リ
ズ
ム
の
単
位
と
す
る
と 、
長
さ(
む
し
ろ
窪
薗
氏
の
言
い
方
で
は
も
う一
歩
抽

象
化
し
て 、
重
さ)
の
単
位
で
区
別
で
き
る
諸
方
言・
諸
言
語
の
類
型
論
的
区
別

が
す
べ
て
出
来
な
く
な
る 。
ロ〈
音
節
も
の〈
〈
音
節
も
の〈の
音
節
も
等
し
く

リ
ズ
ム
上一
単
位
と
な
る
英
語
と
日
本
語
鹿
児
島
市
方
言
が 、
同一
の
モ
l

ラ
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構
造
を
な
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う 。
こ
の
よ
う
に
リ
ズ
ム
上
は
英
語
も
鹿
児

島
市
方
言
も
同
じ
で
あ
る
が 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
位
置
を
決
定
す
る
規
則
で
は 、

英
語
で
は
わ
〈
は一
単
位
(
軽
音
節) 、
わ〈
〈"
(い
〈(い
は
二
単
位
(
重
音
節)
で

あ
る
の
に
対
し 、
鹿
児
島
市
方
言
で
は
ア
ク
セ
ン
ト

上
も
わ
〈・
(リ〈
〈・
(い
〈(い
は

同
じ
く一

単
位
で
あ
る 。
リ
ズ
ム
の
単
位
の
み
で
律
す
る
と
こ
の
よ
う
な
大
き

な
違
い
も
無
視
す
る
こ
と
に
な
る 。」
と
考
え
ら
れ
た 。
ま
た 、
鹿
児
島
市
方
言

で 、
外
来
語
ら
し
い
外
来
語
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は 、
窪
薗
氏
の
内
省
で
は 、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン 、
も
っ
と
方
言
的
に
卜
ロ
ン
ボ
ン
と
言
え
ば
卜
ロ
ン
ボ
ン
と
な
る 。

こ
の
事
実
に
対
す
る
「
説
明」
は 、
ボ
ー

ン
は
東
京
方
言
的
に
二
単
位
に
数
え

る
音
節 、
ポ
ン
は一
単
位
に
数
え
る
音
節
と
し
て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る 。
一

モ
|

ラ
音
節
H

軽
音
節
と
ニ
モ
l

ラ
音
節
H

重
音
節
(
さ
ら
に
三
モ
1

ラ
音
節
H

超
重
音
節)
の
区
別 、
す
な
わ
ち
長
さ
の
単
位
で
あ
る
モ
l

ラ
と
音
節(
シ
ラ
プe

ル 、
シ
ラ
ピ
l

ム)
の
両
方
が
必
要
な
所
以
だ
と
の
主
張
で
あ
る 。

リ
ズ
ム
の
単
位
を
モ
l

ラ
と
規
定
す
る
と 、
世
界
中
の
す
べ
て
の
言
語
に
リ

ズ
ム
が
有
る
で
あ
ろ
う
か
ら 、
す
べ
て
の
言
語
が
モ
l

ラ
を
有
し 、
モ
l

ラ
構

造
を
有
し 、
従
っ
て
モ
1

ラ
言
語
だ
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 、
そ
の
点
に
も

問
題
が
残
る 。

会
場
か
ら
出
さ
れ
た
意
見、
そ
の
ほ
か

*
長
音
は 、
そ
の
短
音
と
対
立
す
る
モ
l

ラ
と
し
て
の
成
立
は
新
し
く 、
し

か
も 、
常
に
長
音
に
実
現
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い 、
ヰ一一口
わ
ば
「
半
人
前」

の
特
殊立田
で
あ
る
故 、
長
音
に
お
け
る
「
重
音
節
化」
を
促
音 、
掻立目
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ 。

*
日
本
語
が
重
音
節
を
好
む
の
な
ら 、
何
故
古
く
は
軽
音
節
構
造
だ
っ
た
の

か 。
現
在
の
日
本
語
の一
拍
は
M

i
m
秒
の
長
さ
で
発
音
さ
れ 、
リ
ズ
ム

の
単
位
と
し
て
は
短
か
す
ぎ
る 。
二
拍(
重
音
節)
だ
と 、
M
l

M
秒
に
な

り
人
間
の
も
つ
歩
行 、
拍
手
な
ど
の
リ
ズ
ム
の
範
囲
内(
M

1
M
秒)
に
入

る 。
上
代
日
本
語
は一
拍
の
長
さ
が
少
し
長
か
っ
た
の
で
は
な
い
か 。

牢
古
代
日
本
語
の
音
節
構
造
を
考
え
る
場
合 、
日
常
語(
表
記
せ
ら
れ
た
も
の)

の
母
音
連
続
形
を
歌
謡
と
は
異
な
っ
た
ど
の
よ
う
な
方
法
で一
単
位(わ〈

と
同
じ
長
さ 、
例
え
ば「

三白」
(ニ
ア
リ)) 、

二
単
位(
同
じ
く

TS〕)
と
認

定
す
る
の
か
な
ど 、
歌
謡
と
日
常
語
の
母
音
連
接
形
の
関
係 、
字
余
り
の

意
味
(
リ
ズ
ム・
朗
詠
の
問
題
に
限
定
し
て
よ
い
か)
に
つ
い
て
慎
重
な
吟
味

が
必
要
で
あ
る 。

論
議
に
十
分
な
時
間
を
割
き
得
な
か
っ
た
前
記
の
柳
田
氏
の
発
表
に一
言
触

れ
て
お
き
た
い 。
下
記
の
方き一口
事
象
で
の
符
合
は
氏
の
所
論
へ
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か 。
つ
ま
り 、
先
学
の
報
告
に
よ
れ
ば 、
東
日
本
方
言

の
中
に
は 、
「
オ
段
関
合
の
区
別」
と
「ハ
行
四
段
動
詞
連
用
形
に
お
け
る
ウ
音

便
(
厳
密
に
は
長
音
便)
・

促
音
便
の
併
用」 、
二
つ
の
現
象
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
併

存
す
る
地
域
が
「
新
潟
県
の
中
越
・

南
越
と
そ
の
周
辺
ほ
か 、
佐
渡
地
方 、
愛

知
県
三
河
地
方
の一
部 、
埼
玉
県
東
部
地
方
の一
部」
な
ど
に
見
ら
れ
る
の
で

あ
る 。
こ
れ
に
対
し 、
同
じ
東
日
本
方
言
で
も
早
く
に
オ
段
開
合
の
区
別
を
失

っ
た
多
く
の
方
言
で
は 、
促
音
便
が
専
用
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
は
柳
田
氏
説
の

出
発
点
と
し
て
興
味
深
い 。

ま
た 、
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
有
力
な
論
拠
に
す
る
た
め
に
は 、
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
拍
二
類
動
調
連
用
形
(
音
便
形)
に
お
け
る
頭
高
型
化
と 、
「
ア
ク
セ
ン
ト

の
山
が
う
し
ろ
に
す
べ
る」
変
化
と
の
関
連
性
な
ど
に
も
メ
ス
を
入
れ
る
必
要

が
あ
る
か
と
思
う 。
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ま
と
め

国
語
学
者
は
言
語
学
者
の
言
う
こ
と
が
よ
く

理
解
で
き
ず 、
言
語
学
者
は
国

語
学
者
の
言
う
こ
と
が
よ
く

理
解
で
き
な
い 。
あ
る
い
は
互
い
に
理
解
し
た
つ

も
り
で
誤
解
し
て
い
る 。
同
じ
術
語
を
用
い
て
も
意
味
が
違
う
し 、
考
え
方
の

前
提
が
違
う 。
こ
れ
は 、
両
者
の
受
け
て
き
た
教
育
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る 。
若
い
世
代
の
学
者
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が 、

今
回
の
発
表
で
は
そ
れ
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た 。
司
会
の
不
手
際
も
あ
り 、
疑

点
を
完
全
に
札
す
暇
も 、
興
味
あ
る
議
論
を
深
め
る
時
間
も
無
か
っ
た
の
は
残

念
で
あ
っ
た
が 、
国
語
学
と
言
語
学
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
く
す
る

と
い
う
意
味
で
は
極
め
て
有
意
義
な
企
画
だ
っ
た
と
思
う 。
互
い
の
立
論
へ
の

理
解
が
深
ま
り 、
噛
み
合っ
た
論
争
が
期
待
で
き
よ
う 。
同
じ
道
を士山
す
者
と

し
て
切
薩
琢
磨
し
て
い
き
た
い 。

最
後
に 、
北
海
道
大
学
関
係
者
や
発
表
者 、
ご
来
場
の
諸
氏
に
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る 。

「音韻史の展開 音節傍造の変遷 j総括

||
早
田
・

大
東
文
化
大
学
教
授

||

||
添
田
・

山
口
大
学
教
授

||
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